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平
成
17
年
を
振
り
返
っ
て

　

南
あ
わ
じ
市
の
出
来
事

１
月

10
日　

緑
町
・
西
淡
町
・
三
原
町
・
南
淡
町
が

　
　
　

閉
町

11
日　

南
あ
わ
じ
市
が
誕
生
。
市
役
所
５
庁
舎

　
　
　

で
開
庁
式
。
市
長
職
務
執
行
者
に
長
江

　
　
　

和
幸
氏
、
教
育
長
に
森
上
佑
治
氏
が
就
任

20
日　

初
議
会
（
第
１
回
南
あ
わ
じ
市
議
会
臨

　
　
　

時
会
）
議
員
59
人
が
参
集
、
議
長
に

　
　
　

蓮
池
洋
美
氏
が
選
任
さ
れ
る

２
月

１
日　

広
報
南
あ
わ
じ
創
刊
号
発
行

13
日　

市
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
中
田
勝
久
氏
が

　
　
　

当
選

14
日　

中
田
市
政
が
ス
タ
ー
ト

３
月

５
日　

賀
集
・
神み

こ

そ
子
曽
遺
跡
で
周
溝
墓
（
墓
跡
）

　
　
　

の
現
地
説
明
会

９
日　

助
役
に
川
野
四
朗
氏
が
就
任

20
日　

南
あ
わ
じ
市
消
防
団
結
団
式

30
日　

収
入
役
に
長
江
和
幸
氏
が
就
任

31
日　

教
育
長
に
塚
本
圭
右
氏
が
就
任

４
月

１
日
・
津
井
・
丸
山
・
伊
加
利
・
阿
那
賀
小
学

　
　
　

校
を
統
合
し
た
辰
美
小
学
校
が
開
校
し

　
　
　

１
６
６
人
が
校
門
を
く
ぐ
る

　
　

・
下
水
道
施
設
の
広
田
・
津
井
・
賀
集
・

　
　
　

福
良
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
供
用
開
始

　
　

・
Ｊ
Ａ
き
た
あ
ま
が
Ｊ
Ａ
あ
わ
じ
島
と
合

　
　
　

併
し
、
北
阿
万
支
所
と
し
て
業
務
開
始

５
日　

の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
南
あ
わ
じ
市
実
行

　
　
　

委
員
会
設
立

29
日　

沼
島
へ
の
玄
関
口
、
灘
タ
ー
ミ
ナ
ル
セ

　
　
　

ン
タ
ー
が
完
成

５
月

１
日　

防
災
機
能
を
備
え
た
公
園
、
神
代
コ
ミ

　
　
　

ュ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク
が
完
成

６
月

２
日　

市
営
住
宅
・
古
津
路
団
地
が
完
成

４
日　

農
免
道
路
み
ど
り
線
が
開
通

７
月

１
日　

市い
ち

西に
し

地
区
で
ほ
場
整
備
工
事
に
着
手

３
日　

兵
庫
県
知
事
選
挙
が
行
わ
れ
、
井
戸
敏

　
　
　

三
氏
が
再
選

24
日　

農
業
委
員
会
選
挙
が
行
わ
れ
、
30
人
の

　
　
　

委
員
が
決
定
（
無
投
票
）

30
日　

市
民
ま
つ
り
・
慶
野
松
原
花
火
大
会
を

　
　
　

開
催

８
月

１
日　

榎
列
小
学
校
校
舎
地
震
補
強
及
び
大
規

　
　
　

模
改
装
工
事
に
着
手

13
〜
15
日　

市
民
ま
つ
り
・
福
良
湾
海
上
花
火

　
　
　

大
会
を
開
催

21
日　

国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
・
全
国
教
職
員

　
　
　

相
撲
選
手
権
大
会
を
開
催

９
月

３
日　

南
あ
わ
じ
市
誕
生
記
念
式
典
を
開
催

10
・
11
日　

食
ま
つ
り
・
畜
産
共
進
会
を
開
催

11
日　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
行
わ
れ
る

30
日　

名
誉
市
民
・
直
原
玉
青
氏
が
逝
去

10
月

１
日　

国
勢
調
査
を
実
施

７
日　

し
づ
お
り
第
２
団
地
新
築
工
事
に
着
手

17
日　

松
帆
小
学
校
改
築
工
事
に
着
手

30
日　

南
あ
わ
じ
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ

　
　
　

住
民
の
代
表
28
人
が
決
定

11
月

１
日　

広
田
梅
林
ふ
れ
あ
い
公
園
が
開
園

３
日　

第
15
回
淡
路
島
女
子
駅
伝
競
走
大
会

６
日　

市
民
ま
つ
り
・
商
工
ふ
れ
あ
い
カ
ー
ニ

　
　
　

バ
ル
を
開
催

22
日　

議
長
に
中
村
三
千
雄
氏
が
就
任

28
日　

東
沖
田
地
区
で
ほ
場
整
備
工
事
に
着
手

30
日　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

　
　
　

の
拡
大
に
着
手

12
月

１
日　

市
有
施
設
の
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
を
終
え
る

10
日　

市い
ち
・
木き
ど
は
ら

戸
原
遺
跡
の
現
地
説
明
会

17
・
18
日　

市
民
ま
つ
り
・
雪
ま
つ
り
を
開
催

28
日　

榎
列
小
学
校
校
舎
の
改
装
工
事
が
完
成

　

現
在
、
す
ば
ら
し
い
南
あ
わ
じ
の

「
ふ
る
さ
と
資
源
」
を
再
認
識
し
、
地

域
の
一
体
性
を
強
化
し
、
市
民
の
皆

様
方
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
更
に
国
内
外
情

勢
を
見
極
め
、
災
害
対
策
や
行
政
機

能
の
検
証
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

現
状
に
お
け
る
行
政
運
営
と
し
て

は
、
今
後
十
年
の
指
針
を
示
す
南
あ

わ
じ
市
総
合
計
画
の
策
定
や
行
財
政

機
構
改
革
へ
の
本
格
的
着
手
に
向
け

た
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
防
災

対
策
と
し
て
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
や
自
主
防
災
組
織
、
防
災
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
会
議
を
重
ね

て
お
り
ま
す
。
少
子
化
対
策
と
し
て
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
や
学
童
保
育
の
拡
充
、

医
療
費
の
軽
減
、
入
学
祝
金
制
度
な

ど
を
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

教
育
関
係
で
は
、
小
中
学
校
の
耐

震
工
事
や
診
断
、
大
規
模
改
修
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
安

全
確
保
の
一
つ
と
し
て
、
全
小
中
学

「
本
格
的
な
始
動
の
年
」

　
　

南
あ
わ
じ
市
長　

中
田
勝
久

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
希
望
に
満
ち

た
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
合
併
と
い
う
大
事
業
を
成

し
遂
げ
、「
南
あ
わ
じ
市
」
が
誕
生
し

歴
史
に
残
る
年
で
あ
り
ま
し
た
。
行

政
や
各
種
団
体
組
織
事
務
の
変
更
、

市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
な
ど
、
市

民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
初

め
て
の
経
験
や
取
組
み
に
対
し
深
い

ご
理
解
と
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
、
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
古
よ
り
人
材
の
育
成
確
保

が
地
域
や
組
織
の
基
本
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
あ
る
企
業
経
営

者
は
人
材
は
人
格
の
形
成
に
あ
り
、

人
格
の
形
成
は
仕
事
や
各
種
活
動
の

積
み
重
ね
が
な
け
れ
ば
確
立
で
き
な

い
。
人
格
者
は
地
域
全
体
や
組
織
運

営
の
方
向
性
を
常
に
考
え
、
ふ
る
さ

と
に
誇
り
を
持
ち
、
周
り
の
者
の
レ

ベ
ル
を
上
げ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
も
人
格
者
た
る
よ
う
年
頭
の
誓
い

を
立
て
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
二
月
に
神
戸
空
港
が
開
港

し
、
六
月
の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
ド
イ
ツ
大
会
で
は
南
あ
わ
じ
市
出

身
の
加
地
選
手
の
活
躍
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
十
月
に
は
全
国
か

ら
多
く
の
方
を
お
迎
え
し
「
の
じ
ぎ

く
兵
庫
国
体
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

南
あ
わ
じ
市
に
と
っ
て
は
本
格
的
な

始
動
の
年
で
あ
り
ま
す
。

生
へ
防
犯
ブ
ザ
ー
を
お
配
り
し
ま
し

た
。
生
活
産
業
基
盤
整
備
と
し
て
、

情
報
格
差
の
解
消
を
目
的
に
市
内
へ

の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
普
及
や
デ
ジ
タ
ル
化

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
道
路
整
備
や

上
下
水
道
整
備
、
農
漁
業
・
瓦
産
業
・

観
光
業
の
基
盤
を
整
備
す
る
た
め
、

継
続
及
び
新
規
事
業
や
補
助
の
拡
大

に
も
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
高
齢
化
率
二
十
五
％
を
超

え
、
全
予
算
の
約
三
十
％
を
占
め
る

国
民
健
康
保
険
や
老
人
保
健
、
介
護

保
険
特
別
会
計
の
健
全
運
営
に
努
力

し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
度
に
お
い
て
は
、
市
民

の
皆
様
か
ら
の
要
望
や
必
要
不
可
欠

な
事
業
を
で
き
る
限
り
実
施
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
現
在
の
情
勢
は
、
市

全
体
の
地
方
債
残
高
が
七
百
六
十
億

円
を
超
え
、
年
間
予
算
の
約
一
・
四
倍

に
も
の
ぼ
り
、
地
方
分
権
や
三
位
一

体
改
革
の
進
展
に
伴
い
地
方
へ
の
負

担
が
増
大
し
て
お
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
社
会
の
中
で
、
福
祉
、

教
育
の
水
準
を
で
き
る
だ
け
下
げ
な

い
よ
う
行
財
政
改
革
を
積
極
的
に
進

め
、
生
活
・
産
業
基
盤
の
整
備
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
優
先
順
位
を

決
め
な
が
ら
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
施
策

を
展
開
し
、
時
に
は
苦
渋
の
選
択
も

強
い
ら
れ
て
き
ま
す
。

　

市
長
と
し
て
、
鉄
て
っ
し
ん
せ
き
ち
ょ
う

心
石
腸
の
精
神

で
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
助
言

ご
教
授
い
た
だ
き
、
家
庭
や
地
域
、

仕
事
に
精
励
さ
れ
、
ご
活
躍
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

皆
様
の
ご
多
幸
、
弥
栄
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
新
た
な
歴
史
に
向
か
っ
て
」

　

南
あ
わ
じ
市
議
会
議
長　

中
村
三
千
雄

　

希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
新
年
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
市
民
の

皆
様
方
と
共
に
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

地
方
分
権
が
急
激
に
進
展
す
る

中
、
四
町
の
垣
根
が
な
く
な
り
、
南

あ
わ
じ
市
の
種
が
蒔
か
れ
た
平
成

十
七
年
一
月
十
一
日
よ
り
初
め
て
の

新
春
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

議
会
も
二
十
八
名
の
定
数
に
よ
る

選
挙
に
よ
り
議
員
体
制
も
整
い
、
議

会
機
能
の
充
実
と
、
議
決
・
監
視
機

関
と
し
て
の
役
割
を
十
分
発
揮
し
な

が
ら
、
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
と

し
て
、
市
民
の
負
託
に
応
え
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
使
命
感

を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
合
併
の
産
声
を
上

げ
て
よ
り
三
十
年
、
時
が
変
わ
り
、

人
が
変
わ
り
、
社
会
情
勢
が
大
き
く

変
貌ぼ
う

す
る
中
、
三
原
郡
と
い
う
土
壌

に
芽
生
え
た
合
併
の
機
運
は
一
時
盛

り
上
が
り
、
ま
た
消
え
よ
う
と
し
て

い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
根
底

に
は
古
く
か
ら
培
わ
れ
た
気
候
や
風

土
、
慣
習
、
文
化
、
産
業
を
は
じ
め
、

人
と
人
と
の
交
流
の
絆
が
強
く
、
そ

の
想
い
の
糸
が
切
れ
る
こ
と
な
く
、

住
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
が
先
頭
に

立
ち
、
合
併
の
推
進
役
と
し
て
そ
の

実
現
に
ご
ぎ
つ
け
た
こ
と
は
、
全
国

的
に
も
稀
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
に
議
会
に
課
せ
れ
ら
た

役
割
、
使
命
は
大
き
な
も
の
が
あ
る

と
自
覚
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
合
併

協
議
の
中
、
何
事
に
つ
け
て
も
早
急

に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

が
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
市
長
を
は

じ
め
執
行
部
と
共
々
、
市
民
の
目
線

に
立
っ
た
市
政
の
発
展
と
市
民
の
幸

せ
の
た
め
、
よ
り
一
層
の
努
力
を
重

ね
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た

私
た
ち
議
員
一
人
ひ
と
り
が
地
域
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
大
局
的
見

地
に
立
ち
垣
根
を
早
く
取
り
除
き
、

自
覚
と
責
任
あ
る
議
決
機
関
と
し
て

の
役
割
を
十
分
発
揮
す
る
こ
と
が
、

合
併
し
て
良
か
っ
た
と
い
え
る
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
行
く

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

七
州
見
下
ろ
す
ゆ
づ
る
は
山
の
せ

せ
ら
ぎ
が
、
小
川
と
な
り
、
や
が
て

大
河
と
な
っ
て
と
う
と
う
と
大
海
へ

注
ぐ
、
新
た
な
歴
史
に
向
か
っ
て
邁ま

い

進
す
る
こ
と
が
責
務
で
あ
り
使
命
で

あ
る
、
そ
ん
な
想
い
を
持
ち
な
が
ら

確
か
な
足
跡
が
残
る
議
会
で
あ
り
た

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

「
垣
根
と
り
実
り
の
秋
に
は
味
一
つ
」

▲松帆小学校改築工事起工式 ▲南あわじ市誕生記念式典 ▲国体リハーサル大会 ▲農免道路みどり線が開通 ▲神代コミュニティパークが完成 ▲灘ターミナルセンター竣工式 ▲市役所開庁式▲辰美小学校が開校

謹
賀
新
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平
成
18
年


